
  

 

 
16 シリコン乳房インプラントによる乳房再建後の患者におい

て，インプラント破損率と被膜拘縮発生率が予想されるか？ 
 

 

■ 推奨             乳房再建に使用したインプラントの破損率はインプラントの世代交代により改善

しつつあるが，長期挿入で破損のリスクは増加する。被膜拘縮の発生率は手術要

因，患者要因，放射線治療などの影響を受ける。いずれも長期挿入で増加する

が，発生率を予想するには至っていない。  

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 2010 年以降の文献では，乳房再建におけるテクスチャードコヒーシブインプラント

（Allergan，MacGhan，Mentor，Sientra）の破損発生率は0 .5～13 %1-6）で，1990 年代，2000年代 

の報告に比して低下しつつある。アラガン社製スタイル410 では，10 年経過までに9 .7 % でMRI 

（magnetic resonance imaging）において破損が疑われ，5 .7 % で実際に抜去時に破損を確認したと 

の報告がある1-2）。被膜拘縮発生率（Baker Grade Ⅲ～Ⅳ）は1 .4～30 % と報告されている1-8）。

インプラントの挿入年数が長くなると破損率・被膜拘縮率が増加するという点は多くの文献で一致して 

いる。したがって，インプラントを留置している期間は長期にわたり経過観察が必要である。しかし，

破損や合併症の発生には患者要因，手術要因，放射線治療などさまざまな要因があり，破損率や発生率

を予想するには至らない。また，日本では認可されていないADM を併用した文献が多く，被膜拘縮の

発生率に影響を及ぼしていると考えられる。 

 

今後の課題 破損に関しては，アラガン社製スタイル410 の長期成績（特に10 年以上）の論文が少 

ない。また放射線照射や漿液腫などの合併症と被膜拘縮の発生率の関連は示唆されるが，本CQ とは 

直接結びつけることができず，別に評価が必要と考えられる。検索し得た文献中の被膜拘縮のデータ 

は，ADM を併用したものである。 
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